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『人 生を物語 る一生成 の ライ フス トー リー」
森 岡 正 芳
ナラティヴ(物 語)に よ って生(な ま)の 人生経験 をそ こな うことな く扱 え、人生 を描写 す る
ことがその まま資料 として活 かせ る。 これは まことに魅力的な方法論で、私 もこのところナラティ
ヴに関わ る情報に接触 す ることが喜 びであ る。 しか し、研究 において も実践 において もさて実 際
にどのよ うに形にす るのか といわれ ると、 そ う具体 的な ものが邦文 ででていないのが現状であり、
まさに待 望の書 とい ってよい。 このアプ ローチに は読者 の働 きが欠 かせない。読者一人一人 に解
き口があ り、その積極 的な応答性 を含 み こんでの方法論 であ る。 それによ って実証性 が補完 され
る。私 もその積極 的な読者 として印象 を述 べたい ところだが、各章 の後 にまた多彩 でかっ ふさわ
しき論客 が コメン トを付けてい るこの本 の しくみ は、 さなが ら連句 か絵巻物 をみてい るよ うであ
る。 コメ ン トの コメン トとい うの もいさ さか興醒 めであろ う。
人生 そ して、生 が この本 の大 きなモチー フであ る。実 はナ ラテ ィヴは心理学 の歴史 のなかでは
由緒 あ る方 法論 で、 オルポー ト(Allport,G.)が 形態生成 的(morphogenetic)と 名づ けた研究
の潮流 をみ ごとに受 け継 いでい る。伝記 や手記、 自伝 をどのように資料 として用 いるかというテー
マにっな が る。 しか し従来 の方 法 と質 の違 いを感 じるの は、 伝記 、 す なわ ち生 の物語(bio-
graphy)の 生(bio)の 部分 に も力点が おかれてい るか らであろ う。 この点が深 く共有 されて い
るところに、統一 的な色合 を感 じる。各章が血肉 に富 み、語 り口 も個性 的。
まず江 口(II章)、 や まだ(皿 章)、 能智(VI章)が 語 るよ うに、個人 の生 が語 りのなか に鮮 明
に見えて くるのは病 いや障害、生死 に直面 した ときの ことであろ う。物語 る ことを必要 とす る人
生の時は同時に危機 であ り、転機 である ことが多 い。転機 の意味 の確認 には物語 を必要 とす るの
であ る。 その場合物語 は自己語 りとい う形式 を とる。 聞 き手 そ して読者 も、語 り手 その人 の生 が
感 じられ るところに響応(resonance)す る。物語論 はアイデ ンテ ィテ ィ研究 に説 得力 の あ る方
向性 を示 して くれる。能智(VI章)、 稲垣(W章)の 試みが示す ように、 アイデ ンテ ィテ ィは聞
き手 と共 同構成 され るものであ り、 しか も物語 の枠 によ ってそ こに時間的変化 を盛 り込む ことが
で きる。 また アイデ ンテ ィテ ィは個人 の生 きた証 であ ると同時 に、個 を超 えた生成継承性、文化
的な次元 と切 り離 せない。
一方、物語 は変化 を生 み出す。人 はあ る喪失 を きっかけに して物語 をは じめる。 と同時 に、喪
失 は生成 へ と転換 す る。 それはいかに して可能 なのだろ う。石井(IV章)が 述べ るよ うに、物語
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を支える関係性(並 ぶ関係)が まず必要だ。そこで出来事が自分の言葉として語 られ、語 り直さ
れる。 また菅原(V章)の 聴取、再現描写にきわだっているが、聞き手は語りが含むドラマ、パー
フォマ ンスをのがさず受け取 っている。語 りのモー ドは多様で、聞 き手の再現描写の苦心それ自
体がまた新たな意味生成性をはらんで くる。文章のなかに息づかいや足取 りまでも感知できる。




丸山真男が日本固有の歴史意識の古層を表現するのに 「なる ・っぎ ・いきおい」 という三っの
言葉をあげていたと記憶するが、本編にも通奏低音のようにこれらの言葉が響いている。ナラティ
ヴァプローチを歴史意識の古層にも接触できるような実践の方法として洗練 していきたい。「っ
ぎ」を楽 しみにしている。
(奈良女子大学文学部)
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